こち かがやく やどり 木の まりをつ けて 立 つ ていました _ 

その まり はとん ぼの はねの ような 小さな 黄色の 葉 か 

ら 出来て いました。 その 葉 は みんな 遠くの 青い そらに 

飛んで 行きた そうでした。 

若い 木霊 は そっちに 寄って 叫びました。 

「おいおい、 栗の 木、 まだ 唾って るの か。 もう 春 だ ぞ_ 

おい、 起きない かご 

だま 

栗の 木 は 黙って つめたく 立って いました。 若い 木霊 

は その 幹に すきとおる 大きな 耳 を あてて みました が 中 

はしん と 何の 音 も 聞こえませんでした。 

若い 木霊 は そこで 一 寸 意地悪く 笑って 青 ぞらの 下の 



い。 持って るなら 少し おらに 分けて 呉れない かご 

「ああ、 やろう。 しかし 今、 ここに は 持って いないよ- 

ついて お出で ご 

鳥 は 蘆の 中から 飛び出して 南の 方へ 飛んで 行き まし 

た。 若い 木霊 は それ を 追いました。 あちこち 桜草の 花 

がちら ばっていました。 そして 鳥 は 向う の 碧い そら を 

めがけて まるで 矢の ように 飛び それから 急に 石ころの 

ように 落ちました。 そこに は 桜草が いちめん 咲いて そ 

の 中から 桃色の かげろうの ような 火が ゆらゆら ゆら ゆ 

ら 燃えての ぼって 居りました。 その ほのお はすき と 

お つ てあかる く ほんとうに 呑みたい くらいでした。 
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